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ϢχόʔサϧʢUNʣ水貯留γεςϜ オンサイト貯留のܾఆ൛

JICA（ߏػྗڠࡍࠃ） 
ɾ࣮ٴී Ͱͷ࣮੷ۀࣄূ

UN水貯留システムͱ͸

ϢχόʔαϧʢUNʣਫஷཹγεςϜはɺ
この࣌の࣮੷ɾݧܦΛ΋とに

。੒͠た΋のͰす׬ऴతに改良ΛՃ͑ͯ࠷

ஷཹࡐ ΞΫΞύϨス と ࢒ஔܕ࿮ UNϑΥーム Ͱ
੒͞ΕるγεςϜͰすߏ

前頁の JICA事業では 

コンクリート打設時の残
置型枠としてレンガ積み
による方法を採用したが、
その後、新たにUNフォー
ムを開発・完成。

͜のγεςϜでݐઃՄೳͳ 4ͭのλイϓ

ʢAʣ஍Լຒઃܕ

ʢCʣ஍্ઃஔܕ

ʢBʣ൒஍Լܕ

ʢDʣେਂ౓൒஍Լܕ

アクアパレス UNフォーム
は11PΛ֬͝ೝ下͍͞ࡉৄ
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ϢχόʔサϧʢUNʣ水貯留γεςϜ ஍Ҭ͝ͱʹ水を֬อ͢Δຊٕ֨ज़

UN水貯留γεςϜʹ࢖༻͞ΕΔΞΫΞύϨεߏ੒෦ࡐ

貯留ࡐ ΞΫΞύϨε ࿮ UNϑΥʔϜܕஔ࢒

端部補強板

仕切板

a

b

アタッチメント

アタッチメント

ADスペーサー

ADスペーサー

主SPパイプ

補助
SPパイプ

中軸パイプ

੾൘࢓ ˙

˙ ADεϖʔサʔ

仕切板

中央部補強板

基板
基板の背面にはセパレーターを
セットする孔があって、上記仕切
板連結鉄筋と橋渡しした上で生
コンが投入されます。

水平方向にジョイントしつつ
一体化することにより、同一
平面を構成します。

主SPパイプを安定的に立設
するのに使います。

˙ ओSPύイϓʢԘϏ؅ʣ
VU200(JIS規格またはJIS規格相当品)の使用を原則と
します。ただし、T-6以下での構築の場合は、塩ビ再生・
再利用パイプも使用します。

˙ ิॿSPύイϓʢಉ্ʣ
Φ125～250の塩ビ再生・再利用パイプを使用します。

˙ த࣠ύイϓʢಉ্ʣ
Φ50～100の塩ビ再生・再利用パイプを使用します。

ΞΫΞύϨε֎प෦ͱ
UNϑΥʔϜの഑ஔؔ܎

UNフォーム
基板

仕切板連結鉄筋

UNフォーム
中央部補強板

生コン投入

仕切板
連結鉄筋

内側型枠
（プラダン）

UNフォーム
残置型枠

ワイヤーメッシュ

中軸パイプ

セパレーター

底盤部

スペーサーワイヤーメッシュ
コの字加工

内側型枠
（プラダン）

UNフォーム（残置型枠）

仕切板連結鉄筋 電動ポンプ

化粧板（必要に応じて、中央部補
強板の上からセットします）

コ
ン
ク
リ
ー
ト

設置される仕切板の間隔
は、aが50cm、bは2ｍ以下
を原則として構成します。

（͢·଄Λࣔ͠ߏຊجΛྫʹUN水ɹ貯留システムͷܕ൒஍Լ）଄ߏຊج

˙ Ξλονϝント
仕切板とADスペーサーの
間に介在して、これらを一
体化します。
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ϢχόʔサϧʢUNʣ水貯留γεςϜ ଎͍ɺ̓ ͍ɺ͍ڧ

地上部

地下部

UNਫஷཹ૧の֎पはɺίϯΫϦʔτนとͯ͠ܗ੒͠ますがɺͦ のࡍʮ࢒ஔܕ࿮ UNϑΥʔϜʯ
Λ࠾༻することͰࢪ工Λ߹理Խ͠ɺ大෯な工ظ୹ॖとܦඅઅݮΛ࣮͠ݱま͠た。1 UNϑΥʔϜは࢒ஔܕ࿮とͯ͠のػೳΛ発شする͚ͩͰな͘ɺ֎प໘Λඒ؍のあるน໘に仕

্͛ることがՄೳͰす。このػೳによͬͯɺ஍下ຒઃܕとಉ様のࢪ工ํ๏Ͱɺ൒஍下͓ܕよ
ͼ஍্ઃஔܕのݐઃがՄೳになりま͠た。

3

ΞΫΞύϨεはɺͦࡐとͯ͠のஷཹࡐ଄ߏ Εࣗମが଱ѹੑ΍଱਒ੑに͍ͭͯ༏ΕたػೳΛ
༗͍ͯ͠ることが࣮ݧとߏ଄ࢉܭ等のূݕによͬͯ໌Β͔にな͍ͬͯますがɺこΕにίϯ
ΫϦʔτߏ଄Λ߹ମͤ͞たことによりɺ͞ Βにڧਟなߏ଄のஷཹγεςϜとなりま͠た。

4

ஷཹࡐΞΫΞύϨεはɺίϯΫϦʔτนܗ੒のࡍにෆՄܽなɺ ੜίϯΫϦʔτଧઃのたΊのࢧ
อ工のػೳΛ݉Ͷඋ͓͑ͯりɺ仕੾นΛ༰қにܗ੒Ͱ͖ます。このことが௒大ܕの場߹ΛؚΊ
ͯɺ೚ҙの大͖͞のίϯΫϦʔτஷཹ૧のݐઃΛՄೳに͍ͯ͠ます。

2

ᶃج൘ ᶄதԝ෦ิڧ൘ ΞΫΞύϨεの݁߹
UNϑΥʔϜのน໘૷০ޮՌ

ᶅ୺෦ิڧ൘

（表） （表）

（表）

（裏） （裏）

地上部

地下部

UNフォームの地上に出る部分には
化粧板をセットし、外面を装飾でき
るようにした

アクアパレス槽
本体外周部

仕切板連結鉄筋
仕切板の外周には鉄
筋を通す孔があって、
鉄筋棒を連通できる
ようになっている

生コン投入 UNフォーム

内側型枠板となる
プラスチックダン
ボール（プラダン）

鉄筋棒

セパレータ

鉄筋金網仕切板

中軸パイプ
中軸パイプを連通す
ることにより外周部
は一体化され強固な
構造となっている

（裏）

UNフォーム

セパレーター

鉄筋金網（W.M）

アクアパレス
外周部

仕切板の外周に鉄筋を連通して生コンを投入する
ことで、アクアパレス本体とコンクリート壁が一体
形成され、強靭な構造のUN貯留槽が構築される

システム   ͷಛ௃

通常はコンクリート打設なし
で形成した仕切壁で十分な構
造体としての機能を果たす

超大型の貯留槽や上部に
特別に大きな荷重がかか
る場合に適用
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ϢχόʔサϧʢUNʣ水貯留γεςϜ தʹೖͬͯ఺ݕɾ੔උ͕Մೳ

Ӎਫར༻Λ໨తとするஷਫ૧に͓͍ͯはɺとりΘ͚ਫ࿙Εのな͍׬શ๷ਫͰあることがٻΊΒ
Εます。この工๏に͓͍ͯはɺίϯΫϦʔτଧઃΛఈ൫ʙ֎प෦ʙఱ୺෦まͰίʔϧυδϣΠ
ϯτΛ発ੜͤ͞ることな͘ɺ࿈ଓͯ͠͏ߦことΛՄೳに͠ま͠た。
こΕによりɺଧܧ෦な͠の׬શ๷ਫ૧のݐઃが࣮͠ݱま͠た。

5

UNਫஷཹγεςϜΛߏ੒するΞΫΞύϨε工๏Ͱはɺઃஔ໨తにԠͯ͡ओSPύΠϓ(ԘϏ؅)
の࢖༻本਺Λ૿ݮすることがՄೳͰす。　
こΕによͬͯա৒ࢪ工Λආ͚ɺ࢖༻໨తに߹ͬたੑࡁܦに༏Εたஷཹߏ଄ମΛݐઃͰ͖ます。

6

生コン投入の順番はまず、底盤面の仕切
板に設けられた投入口から流し込みを開
始し、仕切板下の底盤部が満杯となった
ら側面部に移る。

UNフォーム
仕切板
連通鉄筋

内側型枠
プラダン

横鉄筋

生コン投入

ʲ T-25Ҏ্ ʳ

ʲ T-16૬౰ ʳ
平均して仕切板
3枚に1ヶ所
1/3

ʲ T-6૬౰ ʳ
平均して仕切板
4枚に1ヶ所
1/4

ワイヤーメッシュ

セパレータ

⁞ 
஍Լຒઃܕ
େن໛஍Լ貯留૧

  
൒஍Լܕ
େن໛貯水૧

⁠ 
খن໛൒஍্ܕ
UN水貯留૧

৔ੑࢢͱྫࣄ޻ࢪ

8  The universal (UN) water storage system The universal (UN) water storage system   9



ϢχόʔサϧʢUNʣ水貯留γεςϜ ݱ౓の࣮ڧ໨తʹԠͨ͡༺࢖

水道水または
海水淡水化装置等
からの給水

バルブ

飲料化浄水装置

メインタンク
UN水貯留槽 30,000㎥

飲料水タンク ぶんりゅうⅡ型
管口浄化フィルター給水

地上設置型タンク
（10㎥×N）

地上設置型タンク
（10㎥×N）

メインタンク
UN水貯留槽 30,000㎥

サブタンク
（50㎥）

サブタンク
（50㎥）

貯留ࡐ
ΞΫΞύϨε

サブタンク
（50㎥）

サブタンク
（50㎥）

フロートスイッチ 水中ポンプ

メインタンクへ
点検孔

散水栓

除塵
管理桝

除塵
管理桝

除塵
管理桝

除塵管理桝側溝

サブタンク
（50㎥）

雨水給水栓雨水給水栓散水・灌水・洗浄用給水 

レインポストレインポスト

屋  根

雨水が不足するときは
このバルブを開いて
飲料水に送水する

雨
水
集
水
用
側
溝

雨
水
集
水
用
側
溝

UNγεςϜの༻్
˔஍Ҭ͝ͱのੜ׆༻水の֬อ
༺のඋ͑ɺ๷Ր༻水ͱͯ͠のར࣌ɾඇৗ࣌֐ࡂ˔
ࢭͱԆম๷ࢭのະવ๷ࣄՐࢁ˔
˔౎ߑܕࢢ水๷ࢭͱ஍Լ水のᔻཆ
水の֬อ༺ۀ水ɾ೶༺ۀ޻˔

JICAɹීٴɾ࣮ でのۀࣄূ
UN水貯留૧޻ࢪ

ʙ2017೥12݄本ମ෦׬੒　場ॴɿΠϯυ タϛϧφυΡभ νΣϯφΠ市ʙ

1 ΞΫΞύϨε ࢓੾൘のෑઃを։࢝ 2 தԝ෦ʹओSPύイϓをཱઃ 3 ಺ଆܕ࿮ϓϥμンのऔ෇

4 ϨンΨʢ֎ܕ࿮ʣੵ Έ޻ࢪ 5 ίンΫϦʔトଧઃྃ׬ 6 றं৔ͱͯ͠׬੒

ઃஔ৔ॴ
インド タミルナドゥ州 チェンナイ市
PWDタラマニキャンパス内
（2017年12月 完成）

・貯水可能量 628.8㎥
・空隙貯留率 95％
・T-25（自動車荷重）の耐圧性
・地下水位およそ 2.5ｍでの施工
・人が中に入って維持管理可能
・ 貯留雨水はトイレ用水、飲料水等の生活用水として利用
・上部は駐車場として利用

༷ ࢓

⁡ Ӎ水౎ࢢͷݐઃ
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